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 しばらく使っていなかった「もの」に再会すると、

不思議なことに、それを使っていた頃の自分の姿が思

い浮かぶものだ。このワープロとの再会もそうだった。

これを使っていたのはまだ自分が三十代の頃で、当時

は足立区に購入したマンションに住んでいた。その一

室で、確かにこれを使っていた記憶がよみがえった。 

 

 側面の別の蓋を開けると、電話の端子もついている。

そうだった！これでファクシミリの送受信や、音声通

話、それに当時普及し始めたインターネットやメール

もすべてしていたのである。 

 

 20 年以上電源も入れていないので、無理かも知れな

いとは思ったが、電源コードをつないで、恐る恐るス

イッチを ON にしてみた。すぐにモニターのバックラ

イトが点灯し、こんな文字が表示された。 

 

 「実行」を押すと、こんな画面が現れた。それも、

驚いたことにカラー表示である。まるで購入したばか

りの新品を起動した時のような初期画面である。 

 

 これはワープロなので、文章を打ってみることにし

た。今の「ワード」や「一太郎」と同じように、さま

ざまな入力モードがあって、選べるようになっている。 

 

 キーボード配列も今と同じなので、文章は普通に入

力できた。キーボードも内部の電子機器も完全に正常

に稼働している。ただそれだけで、感動してしまった。 


